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令和４年度当初予算
56億5,100万円を可決

伊達崎小学校、北側の外壁に
大きな亀裂がいくつも入った
現場の視察

… ２震度６弱がまたも！
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去
る
３
月
16
日
福
島
県
沖
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
強
の

地
震
に
よ
り
、
特
に
揺
れ
が
激

し
か
っ
た
市
町
村
で
は
住
宅
や

道
路
、
水
道
施
設
等
に
多
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
震
に
よ
り
死
者
や

負
傷
者
も
多
数
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
改
め
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
へ
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
負
傷
さ
れ
た
方
に
は
一

日
も
早
い
ご
回
復
を
、
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会期：３月１日〜17日（17日間）

専決承認１件、条例制定１件、条例改正６件、協約締結１件、令和３
年度一般会計及び特別会計補正予算５件、令和４年度一般会計及び特
別会計予算６件、その他４件、半田財産区管理会及び特別会計等の設
置条例、陳情２件、発委３件

３ 月 定 例 会

お見舞い申し上げます

提 出 議 案　36件　審議採決
またも

震度６弱が
桑折町を襲う！

「献上桃の郷こおり 未来躍動プラン」

令
和
４
年
度 

施
政
方
針

１ 「
活
力
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」

　

  

農
業
振
興
、
農
業
後
継
者
等
の
確
保
、
遊
休
農
地
、
有
害

鳥
獣
対
策
、
商
工
業
振
興
、
土
地
利
用
等
に
関
し
た
内
容

２  「
危
機
管
理
に
備
え
た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

消
防
・
防
災
に
関
し
た
内
容

３  「
暮
ら
し
と
自
然
が
調
和
し
た
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

  

居
住
環
境
、
上
下
水
道
、
自
然
環
境
、
環
境
衛
生「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
事
業
」等
に
関
し
た
内
容

４  「
健
康
長
寿
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

 

健
康
、
高
齢
福
祉
、
に
関
し
た
内
容

５  「
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

  

学
校
教
育
、
学
校
給
食
、
保
育
・
教
育
、
保
育
所
機
能
に

関
し
た
内
容

６  「
交
流
で
絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

　

  

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
、
移
住
・

定
住
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
に
関
し
た
内
容

「
計
画
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
」

　

  

財
政
、
行
政
、
広
域
行
政
、
住
民
自
治
、
男
女
共
同
参
画
、

広
報
広
聴
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
等
の
関
し
た
内
容

こ
の
分
野
別
施
策
に
つ
い
て
７
名
が
質
問
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

☆重点プロジェクト（令和４年度〜13年度）☆重点プロジェクト（令和４年度〜13年度）
１　「21世紀の追分」推進プロジェクト
２　「安全安心のまち」推進プロジェクト
３　「環境に優しいまち」推進プロジェクト
４　「健康で活き生きと暮らせるまち」推進プロジェクト
５　「桑折っ子」育成推進プロジェクト
６　「心地いいまち」推進プロジェクト

　
地
震
発
生
か
ら
一
週
間
後
の

県
の
調
査
報
告
で
は
被
害
の
実

態
が
中
々
掴
め
ず
全
容
把
握
は

時
間
が
か
か
る
見
込
み
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
桑
折
町
に

お
い
て
も
広
範
囲
に
被
害
発
生

し
て
い
ま
す
。
特
に
伊
達
崎
地

区
、
谷
地
地
区
で
は
家
屋
等
か

ら
の
瓦
落
下
や
壁
崩
落
な
ど
多

数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
改
修
完
了
間
近
だ
っ

た
昭
和
大
橋
や
新
た
に
伊
達
崎

橋
が
被
災
し
通
行
止
め
、
上
流

の
伊
達
橋
も
通
行
止
め
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
11
年
前
の

東
日
本
大
震
災
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風（
19
号
）、
令
和
３
年

福
島
県
沖
地
震
、
そ
し
て
今
回

の
地
震
と
自
然
災
害
が
度
重
な

る
だ
け
で
な
く
頻
度
が
短
く

な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
は
忘
れ

た
頃
で
は
な
く
何
時
で
も
き
ま

す
。
常
に
非
常
時
の
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
議
会
も
町
と
共
に
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
べ
く
施
策
と

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

伊
達
崎
小
、特
別
教
室
の
天
井
が
崩
れ
た伊達崎地区、石造りの倉が無残にも…

※
４
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

臨
時
会
で
地
震
対
応
の
記

事
を
Ｐ
25
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。ご
覧
く
だ
さ
い
。

片平秀雄 議長
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１
．
活
力
と
賑
わ
い
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

令
和
３
年
度
の
積
み
残
し
と
課
題
は

�

経
済
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

岡
本�
貴
士�
議
員

問　
令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
事
業

が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
令
和
４
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
り
令
和
３
年
度
の
積
み
残
し
や
課

題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
積
み
残
し
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事

業
が
執
行
で
き
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
弱
体
化
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
町
民
の
皆
さ

ん
が
、
話
し
合
っ
た
り
、
行
動
し
た
り
、
喜
び
合
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
非
常
に
残
念
極
ま
り
な
い

事
態
で
あ
っ
た
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
経
済
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
し
か
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
収
束
後
は
、
住
民
自
治
の
基
本
で
あ
る
町
内
会
、

住
民
組
織
、
各
種
協
会
の
方
々
と
の
話
し
合
い
を
い

ち
早
く
再
開
し
て
い
き
た
い
。

本
事
業
の
具
体
策
は

�

四
季
の
花
で
農
村
の
原
風
景
を

佐
藤�

榮
三�

議
員

問　
農
地
景
観
維
持
事
業
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
と

し
て
取
り
上
げ
た
本
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

施
政
方
針
を
問
う

学
校
給
食
を
無
償
に

�

踏
み
切
れ
な
い

岩
﨑�

久
男�

議
員

問　
学
校
給
食
は
地
元
の
食
材
を
活
用
し
、
農
家
所

得
の
向
上
に
繋
げ
る
。
自
立
の
町
を
選
択
し
た
桑
折

町
は
小
・
中
学
校
給
食
は
半
額
で
、
４
年
間
継
続
し

て
き
た
事
を
評
価
す
る
。
国
見
町
、
川
俣
町
は
新
年

度
か
ら
無
償
に
踏
み
切
る
。
本
町
も
無
償
化
を
検
討

す
べ
き
だ
。

答　
受
益
者
負
担
の
原
則
を
考
え
る
と
踏
み
切
れ
な

い
。
世
代
間
の
公
平
を
図
り
な
が
ら
や
り
く
り
を
し

て
い
る
。
子
供
を
大
切
に
す
る
町
を
堅
持
し
て
い
く
。

５
．
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

６
．
交
流
で
絆
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
促
進
へ

�

農
地
を
確
保
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
く

鈴
木�

隆
志�

議
員

問　
町
の
重
要
農
産
物
で
あ
る
献
上
桃
の
栽
培
農
家

と
し
て
３
年
間
桃
栽
培
の
技
術
を
習
得
し
て
定
住
し

て
も
ら
う
に
は
、
農
地
の
確
保
と
そ
の
後
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
定
住
に
向
け
て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
献
上
桃
の
郷
で
桃
の
栽
培
農
家
と
し
て
移
住
定

住
し
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

研
修
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
１
年
目
で
技
術
習
得
、
２
年
目
で
習
得
し
た
技
術

を
実
習
で
き
る
研
修
圃
場
を
確
保
、
３
年
目
に
そ
の

圃
場
を
借
り
受
け
で
き
る
よ
う
な
形
で
取
り
組
ん
で

い
き
、
そ
の
後
の
５
年
間
は
、
町
独
自
の
経
済
的
補

償
に
よ
り
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
移
住
定
住

に
向
け
町
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

女
性
参
画
を
い
か
に
進
め
る
か

�

２
次
よ
り
一
歩
進
化
し
た
も
の
に

川
名�

静
子�

議
員

問　
３
月
８
日
は「
世
界
女
性
デ
ー
」平
成
９
年
に
結

成
し
た
女
性
団
体
は「
男
女
共
同
参
画
」を
柱
に
活
動

し
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
桑
折
町
で
は
女
性
参
画
は

進
ま
な
い
。
そ
の
突
破
口
と
な
る
の
が
審
議
会
へ
の

参
加
だ
。
国
の
目
標
30
％
に
比
べ
16
％
の
低
さ
だ
。

庁
舎
内
は
進
ん
で
も
一
般
企
業
内
で
は
浸
透
し
て
い

な
い
。
第
３
次
の
取
組
は
。

答　
政
策
過
程
へ
の
30
％
参
画
等
あ
ら
ゆ
る
女
性
人

材
を
育
成
し
て
い
く
。
ま
た
、
企
業
に
於
い
て
は
利

益
追
求
が
目
的
で
あ
っ
て
も
能
率
主
義
に
留
ま
ら
ず
、

女
性
の
視
点
や
各
々
の
特
性
、
異
な
る
感
覚
を
目
標

達
成
の
た
め
尊
重
す
る
こ
と
が
企
業
成
功
に
繋
が
る

と
考
え
る
。
第
３
次
プ
ラ
ン
の
策
定
に
は
、
町
民
に

加
え
企
業
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
２
次
よ
り

一
歩
進
化
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

計
画
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
対
応
を

�

自
主
財
源
確
保
を
進
め
る

斉
藤�　

謙�

議
員

問　
自
主
財
源
は
、
他
自
治
体
比
較
で
低
い
数
値
を

示
し
て
い
る
。
各
種
事
業
は
町
民
意
向
を
十
分
汲
む

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
事
業
は
多
く
の
住
民
が
参
加

で
き
る
企
画
を
す
べ
き
だ
。
特
に
公
民
館
事
業
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
遊
休
資
産
の
売
却
計
画
を
示
す
べ

き
で
あ
る
。
町
債
は
、
町
民
の
賛
同
を
得
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
導
入
す
べ
き
で
な
い
か
。
イ

ン
タ
ー
周
辺
整
備
は
農
地
法
関
連
の
縛
り
が
あ
り
、

企
業
誘
致
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
が
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
企
業
誘
致
が
望
ま
れ
る
。
周
辺
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
費
は
、
以
前
か
ら
町
長
は
民
間
資
本
を

活
用
す
る
と
し
て
い
る
。
莫
大
な
費
用
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
町
の
財
政
状
況
を
十
分
踏
ま
え
た

対
応
が
望
ま
れ
る
。

答　
今
後
も
自
主
財
源
確
保
を
進
め
て
い
く
。
イ
ン

タ
ー
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
で
イ
ン
フ
ラ
費
用
を
捻
出

し
て
い
く
。

答　
耕
作
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
維
持
管
理
が
困

難
に
な
っ
た
ピ
ー
チ
ラ
イ
ン
沿
い
の
樹
園
地
の
荒
廃

を
防
ぎ
四
季
折
々
の
花
を
咲
か
せ
、
農
村
の
原
風
景

を
取
り
戻
し
、
観
光
に
訪
れ
る
人
々
に
桃
源
郷
を
感

じ
て
も
ら
い
、
写
真
愛
好
家
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

人
々
が
桑
折
町
を
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
抜
根
整

地
、
播
種
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
見
直
し
を

�

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
整
備
に
向
け
て

佐
藤�

武
朗�

議
員

問　
本
町
を
取
り
巻
く「
社
会
情
勢
」「
周
辺
環
境
」等
、

急
激
な
変
化
に
対
応
し
た
都
市
的
土
地
利
用
を
展
開

す
る
た
め「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
見
直
し

を
ど
う
図
る
か
伺
う
。

答　
相
馬
福
島
道
路
の
全
線
開
通
、
伊
達
市
に
お
け

る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
設
等
の
大
き
な

状
況
の
変
化
に
伴
い「
県
北
都
市
マ
ス
」の
見
直
し
。

本
町
の「
都
市
マ
ス
」も
将
来
を
見
据
え
た
見
直
し
を

図
る
。
桑
折
町
域
分
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開

発
に
つ
い
て
は
、
こ
の
契
機
に
興
味
、
関
心
を
持
っ

て
頂
け
る
企
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
振
興
地
域

の
見
直
し
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
、
な
ど
の
調
査
、

構
想
を
練
っ
て
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、
塩
漬
け
に

な
っ
て
い
た
福
島
蚕
糸
跡
地
に
つ
い
て
も
利
活
用
の

着
実
な
推
進
に
あ
た
り
、
更
な
る
都
市
機
能
と
町
民

の
利
便
性
に
供
す
る
。

町の未来がかかる

１人でもくもく作業する梅原隊員
自立を目指して

地震で大きく「ひび」が
入り「鉄筋が腐食・破断」
した美術館の基礎部分
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令和４年度

一般会計予算を
議会がただす！

56億5,100万円
「未来躍動へのキックオフ予算」

　令和４年度歳入の概要については、増額を見込んだ主なものとして、地方交付税
21億9,088万２千円（１億8,914万９千円の増）、町税13億1,892万４千円（１億1,060
万２千円の増）、国庫支出金５億1,883万円（7,251万５千円の増）等が上げられる。
　減額を見込んだ主なものとして、県支出金３億8,798万９千円（▲１億1,285万２
千円）、町債１億8,080万円（▲9,170万円）、繰入金２億5,877万９千円（▲2,163万
円）が上げられる。
　歳出の概要については、普通建設事業費３億3,779万４千円（前年比72.7％増）で
主な事業として歴史観光交流センタ一整備事業１億1,409万１千円（後に再考となり
凍結）、町道新設改良事業4,821万３千円、他に人件費14億4,285万８千円、扶助費
５億5,343万１千円、繰出金７億5,168万８千円等が主なものです。

令和４年度歳入・歳出の主なもの
総
括
質
疑
と
は　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
案

の
質
疑
に
つ
い
て
、
町
長
等
に
総
括
的
見
地
か
ら
質

疑
を
行
う
も
の
。

歳入 歳出

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

令和
４年度

令和
３年度

令和
２年度

町税

分担金・負担金
・使用料
・手数料

繰入金

その他の収入

地方譲与税

地方交付税

国・県支出金

町債

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出費

予備費

（四捨五入で万円まで）

13億1,892万円　23.３％

１億1,425万円　2.0％

２億5,878万円　4.6％

６億874万円　10.8％

7,181万円　1.3％

21億9,088万円　38.8％

９億682万円　16.０％

１億8,080万円　3.2％

8,079万円　1.4％

11億390万円　19.5％

13億5,033万円　23.9％

５億7,984万円　10.3％

３億793万円　5.4％

7,994万円　1.4％

４億9,901万円　8.8％

３億2,625万円　5.8％

８億4,036万円　14.9％

５万円　0.0％

４億7,260万円　8.4％

０万円　0.0％

1,000万円　0.2％

グラフは構成％表記です。

5.1％増
（要因：�企業固定資産税の増額、�ふるさと納税の増額　）

各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
策
は

原　

�

賢
志�

議
員

問　
各
地
区
に
お
け
る
総
会
や
地
区
内
行
事
等
が
形

式
化
さ
れ
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
地
区
住
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
に
向
け
た
施
策
を
伺
う
。

答　
町
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
町
内
会
や
住
民
自

治
協
議
会
活
動
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後

早
い
時
期
に
、
地
方
創
生
コ
ロ
ナ
関
係
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
が
自
ら
再
生
に
取
り
組
む
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。
従
前
の
地
域
の
絆
を
取
り
戻
す
活

動
の
後
押
し
に
し
て
い
き
た
い
。
制
度
と
し
て
、
仮

称「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
支
援
補
助
金
」を
制
度
設

計
し
て
い
き
た
い
。
補
助
金
の
活
用
に
お
い
て
は
、

使
い
勝
手
の
良
い
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

西
山
城
跡
の
今
後
の
維
持
管
理
は

佐
藤�

武
朗�

議
員

問　
当
事
業
予
算
に
、
西
山
城
跡
を
守
る
会
へ
の
50

万
円
の
補
助
金
は
保
存
と
活
用
、
次
世
代
へ
の
継
承

を
図
る
目
的
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
業
者
発
注
で
の

草
刈
予
算
は
３
０
０
万
円
の
計
上
。
令
和
５
年
度
以

降
も
見
据
え
た
維
持
管
理
に
つ
い
て
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
考
え
か
伺
う
。

答　
ア
フ
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
事
業
と
し
て
コ
ロ
ナ
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
昨
年
の
リ
モ
ー
ト
で
の
対
応
し
か

な
か
っ
た
部
分
を
実
際
に
本
町
に
来
訪
い
た
だ
き

大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
。
そ
の
思
い
か
ら
こ
の

予
算
措
置
を
し
た
。
そ
の
後
と
し
て
、
維
持
管
理
に

は
、
全
体
の
実
行
委
員
会
が
ス
ラ
イ
ド
し
て
西
山
城

跡
を
守
る
会
と
し
て
参
加
、
要
請
し
て
い
く
。
業
務

委
託
部
分
も
減
少
さ
せ
な
が
ら
、
補
助
金
の
増
加
も

考
え
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
で
保
存
・
活
用
し
て

い
た
だ
く
強
い
団
体
に
育
て
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
着
策
は

佐
藤�

榮
三�

議
員

問　
受
け
入
れ
農
家
の
選
定
と
協
力
隊
が
定
着
す
る

た
め
の
支
援
・
定
着
策
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
受
け
入
れ
農
家
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
桑
折
総
合

支
店
と
伊
達
果
実
農
協
に
推
薦
を
要
請
し
九
名
を
推

薦
し
て
頂
い
た
。
今
後
協
力
隊
と
受
け
入
れ
農
家
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。
一
件

で
も
多
く
の
隊
員
に
就
農
定
住
し
て
も
ら
う
た
め
に

植宗も善ぶ
ボランティアによる草刈り作業



総
括
質
疑

総
括
質
疑
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土
地
購
入
も
見
直
す
べ
き
で
は

半
澤�　

高�
議
員

問　
歴
史
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関
し
て
は
、

「
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
」の
な
か
で
の
同
僚
議
員
へ

の
答
弁
で「
土
地
購
入
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
予
算
を

残
し
た
い
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
土
地
購
入
も
含
め
て
、

多
く
の
町
民
の
意
見
を
聴
き
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
土
地
の
購
入
も
含
め
町
民
の
意
見
を
聴
く
機
会

を
設
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
町
と
し

て
の
方
向
性
を
確
立
さ
せ
た
い
。

歴
史
観
光
セ
ン
タ
ー
整
備
す
る
の
か

岡
本�

貴
士�

議
員

問　
歴
史
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
に
、

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
。

答　
歴
史
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
用
地
取
得
に
関
し

て
は
、
令
和
４
年
度
初
め
か
ら
町
民
の
意
見
を
集
め

る
機
会
を
設
け
、
検
討
し
て
い
く
。
一
旦
、
４
月
は

じ
め
に
予
算
を
お
ろ
し
た
い
。
そ
の
後
、
多
く
の
検

あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
策
を

と
っ
て
頂
き
た
い
。

川
名�

静
子
議員

　
予
算
に
蚕
糸
跡
地
貸
付
料
が

入
る
、
20
年
間
国
へ
の
返
還
金

も
発
生
、
返
し
続
け
て
も
急
が

ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
保
育
園

の
民
営
化
は
町
方
針
の
大
転
換
。

し
か
し
、
町
民
説
明
は
い
ま
だ

な
し
。
全
く
町
民
は「
カ
ヤ
の

外
」だ
。
ま
た
美
術
館
に
代
わ

る
建
物
が
予
算
化
さ
れ
た
が
再

考
に
な
る
。「
歴
ま
ち
」の
保
存

候
補
に
な
っ
て
い
た
建
物
す
ら

保
存
で
き
ず
解
体
さ
れ
た
。
厳

し
い
財
政
の
本
町
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
は
何
か
考
え
て
欲
し

い
。
住
み
続
け
た
い
と
思
う
の

は
町
民
だ
。
町
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
で
あ
る
べ
き
だ
。

佐
藤�

武
朗
議員

　

新
総
合
計
画
の
目
指
す「
町

の
将
来
像
」に
向
け
、
ス
タ
ー

ト
年
度
の
必
要
な
事
業
、
相
馬

福
島
道
路
の
全
線
開
通
、「
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

開
業
を
見
越
し
、
企
業
誘
致
に

つ
な
げ
る「
都
市
的
土
地
利
用
」

の
推
進
は
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
交
流
人
口
・
移
住
定
住
に

繋
が
る
。
ま
た
、
農
村
地
区
の

定
住
促
進
に
む
け
た
施
策
、
蚕

糸
跡
地
に
３
、
５
年
先
を
見
据

え
た
事
業
。
農
業
分
野
で
も

「
献
上
桃
の
郷
」ブ
ラ
ン
ド
維
持

に
向
け
て
の
各
種
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
る
。
民
間
活
力
を
活

か
し
た
展
開
を
望
む
。

斉
藤�　

謙
議員

　
今
回
の
議
案
に
対
し
て
、
私

は
反
対
す
る
。

　
反
対
理
由
は
、
幼
保
連
携
こ

ど
も
園
に
関
す
る
町
民
へ
の
説

明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
保
育

園
民
営
化
に
よ
る
不
安
視
を
払

拭
す
べ
き
で
は
、
再
三
に
わ
た

り
町
長
へ
提
言
し
て
き
た
が
、

説
明
会
を
開
催
す
る
と
し
な
が

ら
も
、
今
だ
開
催
さ
れ
な
い
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
。
不
安
視
さ

れ
る
町
民
か
ら
民
営
化
反
対
の

陳
情
が
提
出
さ
れ
、
不
安
払
拭

と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
、
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。

鈴
木�

隆
志
議員

　

限
ら
れ
た
歳
入
に
対
し
て
、

継
続
事
案
は
、
前
年
度
実
績
を

考
慮
、
重
要
項
目
に
つ
い
て
は

事
業
内
容
を
検
討
、
新
規
事
業

に
お
い
て
は
、
効
果
等
考
慮
し

て
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
新
規

事
業
の
歴
史
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

予
算
取
り
下
げ
の
修
正
案
を
提

出
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る

こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。
な
お
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
可
決
さ
れ

た
予
算
を
無
理
し
て
執
行
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
の

上
業
務
執
行
に
当
る
こ
と
を
望

む
。

原　

�

賢
志
議員

　
更
な
る
自
主
財
源
確
保
の
た

め
の
具
体
的
方
策
も
示
さ
れ
て

お
り
総
合
計
画
実
現
に
向
け
た

予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
行

政
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
大
き

な
声
だ
け
が
町
民
の
声
で
は
な

く
静
か
に
そ
の
成
果
を
望
ん
で

い
る
町
民
も
多
く
い
る
。
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情

勢
・
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
見
誤
る

こ
と
な
く
、
町
民
の
意
見
を
聞

き
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
創
意

工
夫
に
よ
り
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
総
合
計
画
推
進

に
あ
た
る
こ
と
を
望
む
。

定
員
１
９
５
名
は

幼
稚
園
一
部
民
営
だ

齋
藤�

松
夫�

議
員

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
は

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」を
変
え
る
と
き
は
、「
子
ど

も
子
育
て
会
議
」に
諮
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
会
議
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
れ
は
法
令
違
反

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
認
定
こ
ど
も
園
の
定
員

は
１
９
５
名
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
保
育
所
の
定

員
は
１
２
０
名
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
幼
稚
園
の
一
部
民
営
化

で
は
な
い
か
。

答　
法
令
違
反
の
件
は
、
私
ど

も
も
内
閣
府
に
聞
い
た
が
、
問

題
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
定
員
に
つ
い
て
だ
が
、
保
育

所
定
員
１
２
０
名
以
外
は
、
３

才
、
４
才
、
５
才
各
学
年
25
名

と
し
て
事
業
者
が
計
画
し
て
い

る
。
醸
芳
幼
稚
園
は
存
続
す
る
。

討　
論

一
般
会
計
に
対
し
て

齋
藤�

松
夫
議員

　
顕
著
に
問
題
の
あ
る
三
点
を

理
由
に
反
対
だ
。
そ
の
第
一
は
、

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
予
算

１
億
１
千
万
円
が
、
早
く
も
撤

回
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
欠
陥

予
算
に
あ
る
。
第
二
は
、
安
上

が
り
の
保
育
行
政
、
具
体
的
に

は「
保
育
所
全
面
民
営
化
・
幼

稚
園
一
部
民
営
化
」推
進
予
算

で
あ
り
賛
成
で
き
な
い
。
し
か

も
突
然
の
方
針
転
換
が
依
然
と

し
て「
謎
」で
あ
る
こ
と
は
重
大

で
あ
る
。
第
三
は
、
こ
れ
ら
認

定
こ
ど
も
園
推
進
事
務
が
、「
桑

折
町
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」を
無
視
す
る
法

令
違
反
だ
か
ら
で
あ
る
。

半
澤�　

高
議員

　
「
歴
史
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
」に
つ
い
て
、
土
地

購
入
に
５
千
万
円
、
そ
の
他
維

持
管
理
費
を
考
え
る
と
、
も
っ

と
広
く
町
民
の
意
見
を
聴
い
て

決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
総
括
質
疑
で
質
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
町
長
答
弁
で
は
、
土

地
購
入
も
含
め
て
多
く
の
町
民

の
意
見
を
聴
き
、
慎
重
か
つ
速

や
か
に
対
応
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
賛
成
す
る
。

　
な
お
、
町
民
意
見
の
拝
聴
に

反対

賛成

賛成

反対賛成

反対賛成

は
、
協
力
隊
と
し
て
３
年
間
技
術
の
習
得
に
努
め
そ

の
後
に
国
県
の
助
成
事
業
を
活
用
し
５
年
間
は
桃
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
本
町
の
農
家
と
し
て
自

立
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
く
。
農
業
後
継
者

発
掘
育
成
に
向
け
現
在
２
名
が
隊
員
と
し
て
研
修
中

だ
。
さ
ら
に
１
名
着
任
、
そ
の
後
４
〜
５
名
が
着
任

に
向
け
て
審
査
中
で
あ
る
。

立
地
条
件
を
生
か
し
た
Ｉ
Ｃ
開
発

川
名�

静
子�

議
員

問　
企
業
誘
致
に
伴
う
町
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
額
の
増
、
雇
用

創
出
、
町
民
所
得
の
向
上
を
狙
う「
21
世
紀
の
追
分
」

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
10
年
間
の
計
画
だ
。
初
年
度
は
、

本
町
に
立
地
し
た
企
業
に
と
っ
て
、
桑
折
の
地
の
利
を

生
か
し
す
ぐ
に
で
も
来
た
い
関
連
会
社
が
あ
る
と
聞
く
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
早
く
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　
遅
れ
て
い
た
が
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
土
地
開
発
に
取
り
組
む
。
国
・
県
と
の
協
議
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
す
る
。
農
地

か
ら
の
転
換
を
図
る
こ
と
で
一
歩
進
め
る
事
が
出
来

る
。
遅
れ
て
い
た
問
題
を
確
実
・
着
実
・
速
や
か
に

執
行
で
き
る
よ
う
、
地
権
者
も
含
め
組
織
を
立
ち
上

げ
事
務
を
進
め
、
雇
用
・
税
収
を
確
保
し
て
い
く
。

財
源
の
確
保
が
す
べ
て
か

斉
藤�　

謙�

議
員

問　
社
会
経
済
事
情
の
変
化
や
国
等
あ
る
い
は
町
長

の
政
策
的
な
判
断
の
変
化
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
予
算
編
成
は
、
財
政

計
画
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
る
が
、
当
町
で
は
未

だ
中
長
期
財
政
計
画
は
未
策
定
で
あ
る
。
早
期
に
策

定
し
、
町
民
へ
公
表
す
べ
き
で
な
い
か
。
ま
た
、
Ｏ

Ａ
事
務
機
費
用
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
県
北
地
区
内

各
自
治
体
と
広
域
連
携
し
、
一
括
発
注
の
形
で
経
費

節
減
に
努
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答　
中
長
期
財
政
計
画
は
今
年
度
中
に
策
定
し
、
町

民
へ
示
し
て
い
く
。
事
務
費
等
の
削
減
に
関
し
て
は
、

広
域
連
携
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
進
め
て
い
く
。

討
の
上
に
、
再
度
時
期
を
み
て
結
論
に
沿
っ
た
形
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
の
あ
り
方

鈴
木�

隆
志�

議
員

問　
用
地
取
得
に
つ
い
て
、
民
間
業
者
物
件
で
、
い

つ
買
い
手
が
現
れ
る
か
懸
念
が
あ
る
。
ま
ず
、
順
番

を
踏
ん
で
、
４
月
早
々
に
協
議
の
場
を
設
け
て
、
用

地
を
取
得
す
る
か
判
断
、
そ
の
後
、
建
物
を
建
設
す

る
の
か
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
今
後
、
検
討
会
と
か
有
識
者
会
議
等
で
十
分
検

討
の
上
判
断
し
て
い
く
。
４
月
早
々
に
ま
ず
、
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
で
き
る
よ
う
な
組
織
、
会
を
発
足
さ
せ
、
速
や

か
に
、
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

保
育
所
民
営
化
方
針
は
撤
回
す
べ
き
だ

岩
﨑�

久
男�

議
員

問　
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
で
は
、
今
後

も
幼
稚
園
と
保
育
園
を
町
独
自
の
子
ど
も
園
と
し
て
、

一
体
的
に
運
営
し
て
い
く
と
は
っ
き
り
謳
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
計
画
策
定
の
翌
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
町
の

民
営
化
方
針
は
突
然
だ
。
撤
回
す
べ
き
だ
。

答　
保
育
教
育
の
課
題
解
決
、
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
的
に
安
定
か
つ
効
果
的
な
運
営
に
資
す
る
よ
う
、

保
育
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
く
。
関
係
者
に

は
広
報
等
を
通
し
て
広
く
周
知
す
る
。
ま
た
、
町
の

考
え
、
対
応
へ
の
理
解
を
得
て
い
く
。
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一
般
会
計（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
，
７
０
５
万

６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
65
億
５
，
６
３
９
万
円
と
す

る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

町
税

・
固
定
資
産
税

　

�

　
５
，
２
７
３
万
９
千
円

地
方
譲
与
税

・
自
動
車
重
量
譲
与
税

　
　

�

１
，
７
４
０
万
５
千
円

法
人
事
業
税
交
付
金

　
　

�

１
，
５
６
０
万
３
千
円

県
支
出
金

・
県
補
助
金

　

�

▲
４
，
２
４
８
万
１
千
円

基
金
繰
入
金

　

�

▲
２
億
４
５
７
万
円

町
債　

�

▲
７
，
０
６
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

基
金
管
理
費

　

�

８
６
５
万
３
千
円

が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
・
桑
折
応

援
基
金
積
立
金

財
政
管
理
費

　
　

�

５
６
８
万
２
千
円

（
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
発
送
関
連

事
業
）

保
育
所
管
理
運
営
費

　

�

▲
１
，
３
２
５
万
２
千
円

（
任
用
職
員
中
途
退
職
の
不
用
額
）

農
業
振
興
対
策
事
業
費

　

�

▲
１
，
０
１
２
万
１
千
円

（
穿
孔
細
菌
病
対
策
、
農
業
次
世
代

人
材
投
資
、
就
農
者
支
援
事
業
不

要
額
）

橋
梁
災
害
復
旧
費

　

�

▲
１
，
４
６
０
万
円

（
昭
和
大
橋
災
害
復
旧
工
事
不
用
額
）

職
員
人
件
費

　

�

▲
１
，
４
３
７
万
１
千
円

※�

年
度
末
に
伴
う
不
用
額
の
整

理
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
，
６
８
９
万
５
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
13

億
８
，
６
２
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

国
民
健
康
保
険
税

　

�

　
５
８
１
万
９
千
円

県
支
出
金

　

�

　
１
，
５
０
３
万
７
千
円

他
会
計
繰
入
金

　

�

▲
５
４
９
万
５
千
円

《
主
な
歳
出
》

保
険
給
付
費

　

�

　
２
，
１
９
６
万
５
千
円

保
険
事
業
費　

�

▲
５
２
３
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
７
１
８
万
９
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
億
７
，

５
１
９
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

�

▲
６
２
７
万
３
千
円

繰
入
金　

�

▲
70
万
４
千
円

《
主
な
歳
出
》

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金　

�

▲
６
７
２
万
７
千
円

保
健
事
業
費�

　
▲
52
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
，
５
３
６
万
９
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
16

億
８
，
２
６
５
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

国
庫
支
出
金

　
�

▲
４
５
０
万
８
千
円

支
払
基
金
交
付
金

　
�

▲
２
，
２
６
０
万
６
千
円

繰
越
金　

�

６
９
４
万
７
千
円

《
主
な
歳
出
》

保
険
給
付
費

　

�

▲
１
，
９
４
５
万
円

地
域
支
援
事
業
費

　

�

▲
５
５
６
万
９
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
１
，
７
３
５
万
１
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２

億
９
，
５
０
９
万
２
千
円
と
す

る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

分
担
金
及
び
負
担
金

　
　

�

１
４
４
万
５
千
円

繰
入
金

�

▲
１
，
５
３
０
万
５
千
円

繰
越
金�

　
６
６
３
万
４
千
円

町
債�

　
▲
７
１
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

事
業
費

　

�

▲
１
，
４
８
８
万
６
千
円

災
害
復
旧
費

　

�

▲
２
１
１
万
７
千
円

専
決
承
認　

１
／
14

氷
化
し
た
除
雪
と
片
づ
け

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
，
５
０
０
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
67
億
２
，

３
４
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

　
繰
越
金　

�

１
，
５
０
０
万
円

《
歳
出
》

　
土
木
費　

�

１
，
５
０
０
万
円

質
疑

・�

専
決
に
つ
い
て
議
長
へ
の
相

談
は
あ
っ
た
か
。

・�

他
町
に
比
べ
遅
い
専
決
で
は

な
か
っ
た
か
等
の
質
疑
が

あ
っ
た
。条

例
制
定

議
員
選
に
も
供
託
金
が

議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例

・�

選
挙
運
動
費
用
の
う
ち
新
た

に
公
費
負
担
と
な
る
経
費

○
選
挙
運
動
用
自
動
車
、
ビ
ラ
、

　
ポ
ス
タ
ー
…
…
限
度
額
以
内

○
立
候
補
に
は
供
託
金
が
必
要

・
町
議
会
議
員
…
15
万
円

・
町
長
…
50
万
円（
変
更
な
し
）

質
疑

・�

一
般
町
民
へ
周
知
は

・�

法
改
正
の
趣
旨
等
の
質
疑
が

あ
っ
た
。条

例
改
正

取
り
や
す
く
な
っ
た
休
業

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・�

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
、

部
分
休
業
取
得
要
件
が
緩
和

質
疑　

・
改
正
の
効
果

・�

環
境
整
備
の
時
期
・
方
法
等

の
質
疑
が
あ
っ
た
。

ラ
ス
解
決
に
な
る
の
か

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

期
間　
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で

減
額
率　

�

１
０
０
分
の
３
を
乗
じ
た
額

・�

措
置
後
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
99
・
８
％

質
疑

・�

組
合
と
協
議
、
合
意

・�

１
０
０
を
超
え
た
ら
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
あ
る
か
、
な
ぜ
１
０

０
分
の
３
か

・�

減
額
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

ラ
ス
は
い
く
ら
等
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

７
名
分
を
確
保
し
た

町
奨
学
基
金
条
例
の
一
部
改
正

奨
学
金
貸
与
の
需
要
増
に
よ
り

５
千
万
円
か
ら
８
千
万
円
に
増
額

質
疑

・
増
額
分
で
何
人
可
能
か

・
給
付
型
は
あ
る
の
か

・�

い
く
ら
ま
で
膨
ら
む
の
か
試

算
は
し
た
か

・�

原
資
の
確
保
等
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

27
年
ぶ
り
の
報
酬
改
正

町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・�

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
消
防
庁
が
定
め
た
団

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
の

改
正

改
正
内
容　

　
全
階
級
に
７
，
５
０
０
円
の

定
額
増

出
動
報
酬
の
変
更

災
害
出
場

　
４
時
間
以
上
…
８
千
円

　
４
時
間
未
満
…
４
千
円

費
用
弁
償
…
変
更
な
し

訓
練
出
場（
１
回
）１
，
２
０
０
円

警
戒　
（
１
回
）６
０
０
円

質
疑

・
定
額
増
の
根
拠
は

・
４
時
間
と
し
た
理
由
は

・�

処
遇
改
善
の
周
知
等
の
質
疑

が
あ
っ
た
。

※�

他
に
２
件
の
一
部
改
正
が

あ
っ
た
。
議
案
名
は
議
案
審

議
結
果
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

条
例
廃
止

桑
折
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
廃
止

・�

応
急
仮
設
建
築
物
で
あ
っ
た

施
設
解
体
撤
去
工
事
が
完
了

し
た
た
め
の
条
例
を
廃
止
す
る
。

質
疑

・�

条
例
廃
止
は
工
事
完
了
後
か

等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

締
結

福
島
市
及
び
桑
折
町
に
お
け
る
ふ
く

し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
係

る
連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る
協
議

令
和
４
年
度

各
種
会
計
予
算
額

会計区分 一般会計 特別会計 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 公共下水道 水道事業

予 算 額 56億
5,100万円

39億
118万円

13億
5,853万円

１億
8,628万円

16億
9,867万円

２億
9,234万円

（収益的収入）
３億
6,536万円
（資本的収入）

0万円

前年対比 ２億
7,260万円 4,654万円 2,656万円 389万円 2,737万円 ▲1,984万円

（収益的収入）
856万円

（資本的収入）
▲400万円

（四捨五入で万円まで）

令
和
３
年
度　

補　
正　
予　
算

・�
福
島
市
と
本
町
に
お
け
る

「
ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市

圏
」の
形
成
に
係
る
連
携
協

約
の
締
結
に
関
し
協
議
す
る

事
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
。

質
疑

・�

締
結
日
、
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
、

協
約
は
福
島
市
が
中
心
か
、

議
決
案
件
は
等
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

討　
論

協
約
締
結
に
対
し
て

齋
藤�

松
夫
議員

　
対
等
平
等
の
関
係
で
の
他
市

町
村
と
の
連
携
に
は
賛
成
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
連
携
協
約
は

福
島
市
を
中
心
に
し
て
桑
折
町

は
そ
れ
に
協
力
す
る
と
い
う
も

の
で
賛
成
で
き
な
い
。
こ
の
構

想
の
真
の
意
図
は
将
来
の
道
州

制
に
導
く
も
の
で
、
合
併
で
は

な
く
、
自
立
の
道
を
選
択
し
た

桑
折
町
が
進
む
道
で
は
な
い
。

よ
っ
て
反
対
の
態
度
を
と
る
も

の
で
あ
る
。

定 

例 

会 

提 

出 

案 

件

反対

現在はやすらぎ園の中で

旧庁舎の最後のさくら
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設

置

条

例

・�

令
和
４
年
２
月
７
日
財
産
区

議
会
に
於
い
て
県
知
事
提
出

議
案「
町
半
田
財
産
区
議
会

設
置
条
例
廃
止
」が
可
決
さ

れ
、
令
和
４
年
３
月
31
日
付

財
産
区
議
会
を
廃
止
、
管
理

会
制
へ
移
行
し
た
。

・�

管
理
会
委
員
定
数
は
７
名
、

任
期
は
４
年
と
す
る
。

半
田
財
産
区
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
49
万
４
千
円
と
す
る
。

《
主
な
歳
入
》

　
財
産
収
入　

�

３
万
９
千
円

　
繰
入
金�

　
39
万
９
千
円

《
主
な
歳
出
》

　
総
務
費　

�

32
万
４
千
円

　
農
林
水
産
業�

　
12
万
円

同
　
意

　
町
内
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委

員
候
補
者
７
名
を
、
管
理
会
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

原　
�

賢
志
議員

　
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
連

携
協
約
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
で

示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
取
組
等

に
関
し
、
本
町
の
独
自
性
を
維

持
す
る
観
点
か
ら
取
り
組
み
へ

の
連
携
を
判
断
す
る
こ
と
が
可

能
な
協
約
で
あ
る
。
自
立
の
道

を
選
択
し
た
本
町
の
独
自
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
計
画

に
沿
っ
た
連
携
が
な
さ
れ
る
も

の
と
信
じ
る
。

佐
藤�

榮
三
議員

　

圏
域
内
の
近
隣
市
町
村
と
連

携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り「
経
済
成

長
の
け
ん
引
」「
高
次
都
市
機
能

の
集
積
、
強
化
」及
び「
生
活
関

連
機
能
サ
ー
ビ
ス
向
上
」を
共

有
し
、
活
力
あ
る
社
会
経
済
を

維
持
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

賛
成
８　
反
対
２

指
定
管
理
者
の
指
定

１
．
施
設
の
名
称

　
　
　
町
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

２
．
指
定
管
理
者
団
体

　
　
　
南
半
田
字
川
端
22
番
地

　
　
株
式
会
社

　
　
　
ふ
る
さ
と
エ
ー
ル
桑
折

　
　
代
表
取
締
役　
和
泉
守
昭

３
．
指
定
期
間

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

質
疑　

・�

途
中
撤
退
は
、
選
考
委
員
会

の
意
見
は
、
定
量
的
な
効
果
、

指
定
料
の
検
討
等
質
疑
が

あ
っ
た
。

陳
情 

審
査
結
果

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提
出

（
陳
情
者
）

　

�

伊
達
市
保
原
町
字
船
橋
１
８
０

　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　

�

福
島
県
連
合
会
伊
達
地
区
連

合
会　
議
長　
髙
橋　
誠
一

（
審
査
委
員
会
）

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採
択（
意
見
書
提
出
）Ｐ
25

（
陳
情
者
）

　

�

桑
折
町
字
東
大
隅
９　

�

紺
野�

滋�

他
13
名

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
継
続
審
査

町
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に

対
し
、
全
会
一
致
で
抗
議
の
意
を
表
す

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議

　
去
る
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
は
、
国
際
社
会
の
度
重
な
る
警
告
を
無
視
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
民
間
人
を
含

め
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安

全
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
行
為
と

し
て
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
、
本
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
に
対
し
抗
議
と
非
難

の
意
を
強
く
表
明
す
る
と
と
も
に
、
即
時
の
攻
撃
停
止
と
完
全
撤
退
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　

�

令
和
４
年
３
月
３
日　
桑
折
町
議
会

決議
賛成

桑
折
町
立
醸
芳
保
育
所
等
の
存

続
と
発
展
を
求
め
る
陳
情

町
半
田
財
産
区
管
理
会
社
及
び
町

半
田
財
産
区
特
別
会
計
等
の
設
置

賛成

民間だからできるサービスに期待

廃止

路線名 起点 終点 延長（m）

1125号線 桑折町大字成田
字堰上24－２

桑折町大字松原
字前原48（左） 1,812.5

1172号線 桑折町大字松原
字弁天沢14－６

桑折町大字松原
字新田前72 1,162.7

1179号線 桑折町大字松原
字舘ノ前５

桑折町大字松原
字中島５ 338.7

認定

路線名 起点 終点 延長（m）

1125号線 桑折町大字成田
字堰上24－２

桑折町大字松原
字日照田48－２ 1,021.9

1172号線 桑折町大字松原
字弁天沢14－６

桑折町大字松原
字舘ノ前４－３ 163.9

1179号線 桑折町大字松原
字日照田61

桑折町大字松原
字中島５ 75.6

1249号線 桑折町大字松原
字中島16－４

桑折町大字松原
字日照田61 344.3

1250号線 桑折町大字松原
字前原１－２（左）

桑折町大字松原
字前原48（左） 299.8

1251号線 桑折町大字松原
字狸内36－２

桑折町大字松原
字新田前72 682.2

議 案 審 議 結 果 表

○賛否の分かれた議案
議案名� 議員名 岡本貴士 鈴木隆志 岩﨑久男 齋藤松夫 佐藤武朗 斉藤　謙 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議長 可否
議案第10号�福島市及び桑折町におけるふくしま田園中枢
都市圏の形成に係る連携協約の締結に関する協議について ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議案第19号�令和４年度桑折町一般会計予算 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ － 可決

○：賛成　　●：反対　　 ：討論者

○全会一致で可決の議案　第１回臨時会
議案名 討論者

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて
議案第１号 令和３年度桑折町一般会計補正予算（第７号）

○全会一致で可決の議案
議案名 討論者 議案名 討論者

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 議案第21号 令和４年度桑折町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２号 桑折町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公営に関する条例 議案第22号 令和４年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

議案第３号 桑折町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 議案第23号 令和４年度桑折町公共下水道事業特別会計予算

議案第４号 桑折町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 齋藤松夫 議案第24号 令和４年度桑折町水道事業会計予算 齋藤松夫

議案第５号 桑折町奨学基金条例の一部を改正する条例 議案第25号 桑折町半田財産区管理会及び桑折町半田財産区特別会計
等の設置等に関する条例

議案第６号 桑折町都市公園条例の一部を改正する条例 議案第26号 令和４年度桑折町半田財産区特別会計予算
議案第７号 桑折町町営住宅条例の一部を改正する条例 同意第１号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について
議案第８号 桑折町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例 同意第２号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について
議案第９号 桑折いきいきサポートセンター設置条例を廃止する条例 同意第３号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について
議案第11号 指定管理者の指定について 同意第４号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について
議案第12号 桑折町道路線の廃止について 同意第５号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について
議案第13号 桑折町道路線の認定について 同意第６号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について
議案第14号 令和３年度桑折町一般会計補正予算（第９号） 同意第７号 桑折町半田財産区管理会委員の選任について

議案第15号 令和３年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号） 発議第１号 ロシアのウクライナへの軍事侵攻を非難する決議（案）

議案第16号 令和３年度桑折町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 発委第１号 桑折町議会委員会条例の一部を改正する条例

議案第17号 令和３年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号） 発委第２号 桑折町議会会議規則の一部を改正する規則

議案第18号 令和３年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 発委第３号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書（案）
議案第20号 令和４年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
 ※報告は採決なし

管
理
会
委
員

委員名 町内会
松　原　義　宣 桐�ケ�窪
紺　野　良　雄 田�　�町
佐　藤　隆　光 御　免　町
野　村　忠　男 下　半　田
柿　沼　高　志 久保八幡
羽根田　建　伸 荒　屋　敷
神　田　隆　雄 追　　分

○全会一致で可決の議案　第３回臨時会
議案名 討論者

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて

議案第27号 重要文化財旧伊達郡役所災害復旧保存修理工事請負契約の締結について
議案第28号 令和４年度桑折町一般会計補正予算（第２号） 齋藤松夫
同意第８号 桑折町固定資産評価員の選任について

請
願
・
陳
情
と
は

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望

等
を
町
政
へ
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。

※
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方

法
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

　
（
電
話
５
８
２
―
２
１
１
３
）
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質
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一
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質
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一 般
質 問 町政を

問う
60分

◇議員が事前通告した内容に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。
◇内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。
◇質問項目は、通告によるものです。
◇議会ホームページ（録画）で過去一年分までご覧いただけます。

歩道には雪がいっぱい、危険だ！

歩道の除雪をどうする。
共助構築を地元と協議斉 藤 　 謙 議員

課
題
は
経
常
収
支
比
率
の
改
善

健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
く
。

問　
昨
年
末
の
大
雪
で
、
町
道

の
除
雪
が
進
ま
ず
、
通
行
が
容

易
で
な
く
町
民
か
ら
の
苦
情
が

殺
到
し
た
。
特
に
高
齢
者
や
子

供
達
が
通
る
歩
道
が
危
険
極
ま

り
な
く
大
変
危
険
な
状
態
で
あ

る
が
、
今
冬
の
除
雪
対
策
を
踏

ま
え
、
各
町
内
会
等
と
協
議
会

等
を
開
催
し
、
今
後
の
除
雪
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
町
長　
総
務
省
で
提
言
し

て
い
る
共
助
体
制
を
地
元
民
と

協
議
し
な
が
ら
対
策
等
を
協
議

し
て
い
く
。

問　
令
和
元
年
度
決
算
カ
ー
ド

及
び
令
和
元
年
度
財
務
4
表
等
、

資
料
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
る

と
各
自
治
体
と
も
財
政
状
況
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
人

口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
。

当
町
も
経
常
収
支
比
率
約
90
％

程
度
で
あ
り
、
政
策
経
費
捻
出

が
容
易
で
な
い
状
況
下
に
あ
る
。

特
に
補
助
金
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
、
近
年
自
然
災
害
が
多

発
し
計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
要
す
る
が
多
額
の
費
用
と
な

る
。
当
町
は
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

整
備
や
地
震
で
破
壊
さ
れ
た
種

徳
美
術
館
の
整
備
等
、
盛
り
沢

山
の
事
業
を
計
画
、
一
般
財
源

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
中

長
期
財
政
計
画
を
示
し
た
上
で
、

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
総
合

計
画
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
と
、

進
め
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
疑

問
で
あ
る
。
町
の
借
金
も
最
高

値
を
示
し
て
お
り
、
充
当
率
に

準
じ
た
借
入
は
将
来
に
負
担
を

残
す
こ
と
に
な
る
。

答　
町
長　
今
後
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
の
徹
底
と
経
常
経

費
の
縮
減
、
財
源
の
確
保
に
取

り
組
み
総
合
計
画
に
示
す
政
策

実
現
に
向
け
て
、
経
常
的
一
般

財
源
を
優
先
配
分
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

これも 質 問
問
教
育
の
早
期
化
方
針
は

答
政
府
の
方
針
を
注
視
し
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
は
い
か
に

答
集
団
接
種
を
開
始
、
接
種
率
も
順
調
に
伸
び
て
い
る

登壇議員 質　問　事　項

斉藤　　謙 議員
１．除雪事業等に関して
２．新たな教育プログラム等に関して
３．当町の財政運営等に関して
４．コロナ感染対応等に関して

鈴木　隆志 議員

１．「汚染状況重点調査地域の指定」の解除について
２．町役場行政組織の一部改正について
３．町道等除雪対策について
４．町道、水路等の維持管理について
５．新型コロナワクチン接種及び感染症対策について

川名　静子 議員

１．令和４年度の予算に関して
２．新型コロナウイルス感染症、特にオミクロン変異株への町対応に関して
３．町の除雪対策に関して
４．「認定こども園」に係る経費に関して
５．相続手続きのワンストップ化に関して

岡本　貴士 議員

１． 町の世話役の声「コロナ禍で、連絡は全て文書となり、意思疎通が弱くなる」をうかがった。
コミュニティ弱体化への対策は？

２． 保護者の声「雪が降ると送迎時、小学校付近が渋滞して困る」をうかがった。除雪作業は学校
付近の町道を優先すべきでは？

３． 私はFAX、ホームページ、SNSを通じ、町民の意見をうかがっている。コロナ禍、町民の声
を受けるための町の工夫は？

４．一般会計予算（歳入）について

半澤　　高 議員

１．新型コロナウイルス（オミクロン株）の感染対策等について
２．大雪の際の除雪のあり方について
３．入札制度およびプロポーザル方式のあり方について
４．町の記録写真、動画の「アーカイブ」を
５．町施設等の利活用について

岩﨑　久男 議員
１．幼保連携型認定こども園誘致について
２．都市計画法34条11号について
３．東京電力㈱に対する障害賠償請求について

齋藤　松夫 議員

１． スタッフ５名常駐を想定し、５億円以上の巨費を投ずる種徳美術館改築・周辺整備事業につ
いて

２．大気汚染防止法と旧役場庁舎解体工事前のアスベスト有無調査の必要性について
３．髙橋町政３期目後半において、突然浮上した民営幼保連携型認定子ども園誘致事務について
４．11年余の髙橋町政下における幼保連携型認定子ども園についての検討経過について
５． 水道事業ビジョンはできたが、事業スケジュール不明が続いている簡易水道統合事業のあり

かたについて
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毎年工事はしているが、今年はどこになるのか。

町道・水路等の整備が遅れているが
幅広く要望に応えるべく予算増額鈴 木 隆 志 議員

除
雪
に
対
す
る
今
後
の
対
応
は

　
「
除
雪
指
針
」を
策
定
し
対
応
す
る
。

これも 質 問
問
「
除
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
」解
除
の
周
知
は
。

答
健
康
管
理
等
町
民
の
不
安
払
拭
に
向
け
周
知
す
る
。

問
行
政
組
織
の
一
部
改
正
に
対
す
る
町
民
へ
の
対
応
は
。

答
町
民
に
わ
か
り
や
す
く
迅
速
丁
寧
に
対
応
す
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
の
情
報
提
供
は
。

答
交
互
接
種
の
有
効
性
や
副
反
応
の
周
知
に
努
め
る
。

　
昨
年
末
か
ら
の
大
雪
に
よ
る

町
道
、
歩
道
の
除
雪
に
対
し
、

町
民
か
ら
多
数
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
次
の
点

伺
う
。

問　
除
雪
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

は
。

答　
町
長　
今
回
の
大
雪
を
教

訓
に
町
民
生
活
の
安
全
確
保
に

向
け
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に

よ
る「
除
雪
指
針
」を
策
定
す
る
。

問　
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中

学
校
へ
の
除
雪
機
配
備
の
必
要

は
。

答　
教
育
長　
半
田
醸
芳
小
学

校
・
醸
芳
中
学
校
に
各
１
台
配

備
し
て
い
る
他
は
、
役
場
配
備

の
除
雪
機
を
貸
出
対
応
し
て
い

る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
配
備
の

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
自
走
式
除
雪
機
の
町
内
会

等
へ
の
貸
出
は
。

答　
町
長　
除
雪
機
を
貸
出
し

た
場
合
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
安

全
作
業
等
を
考
慮
し
、
貸
出
し

に
つ
い
て
、今
後
、「
除
雪
指
針
」

策
定
に
あ
た
り
、
検
討
し
て
い

く
。

ワクチン接種で子ども達も安心
「うつらない、うつさない」を徹底

４回目の接種が必要な場合は
いち早く推進、命を守る川 名 静 子 議員

20
年
後
保
育
園
は
存
在
す
る
の
か

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
一
月
中
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
子
供

た
ち
に
感
染
者
が
出
て
い
る
。

感
染
力
が
強
い
事
か
ら
よ
り
速

い
万
全
な
町
対
応
が
急
が
れ
る
。

問　
初
期
対
応
で
休
校
に
す
る

な
ど
緊
張
感
が
足
り
な
か
っ
た

の
で
は
。

答　
教
育
長　
基
本
対
策
を
徹

底
す
る
事
で
学
校
は
継
続
で
き

る
と
判
断
し
た
。
学
校
内
で
の

感
染
は
防
げ
た
。
ま
た
、
保
護

者
の
協
力
を
得
て
登
校
を
控
え
、

回
復
後
は
登
校
し
て
る
。

問　
国
よ
り
配
布
さ
れ
た
キ
ッ

ト
は
使
用
し
た
か
。

答　
教
育
長　
使
用
ま
で
は
至

ら
な
か
っ
た
。

問　
高
齢
者
の
接
種
予
約
は
取

り
易
い
方
法
だ
っ
た
か
。

答　
町
長　
開
始
直
後
は
電
話

予
約
で
混
乱
し
た
。
方
法
の
割

合
は
電
話
40・
8
％
、Ｗ
Ｅ
Ｂ

35・７
％
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
23・５
％
だ
。

問　
３
回
目
の
接
種
完
了
は
い

つ
頃
ま
で
か
。
ま
た
、
４
回
目

の
接
種
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

は
。

答　
町
長　
５
月
中
完
了
予
定
。

４
回
目
が
必
要
と
な
れ
ば
い
ち

早
く
推
進
し
町
民
の
命
を
守
る
。 　

本
町
の
保
育
料
金
は
町
立
だ

か
ら
こ
そ
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

松
葉
福
祉
会
と
の
具
体
的
な
取

り
決
め
を
問
う
。

問　
保
育
料
は
。

答　
町
長　
所
得
に
応
じ
決
定

す
る
。

問　
運
営
費
用
の
町
負
担
金
は
。

答　
町
長　
令
和
２
年
決
算
で

町
負
担
は
１
億
１
７
０
７
万
６

千
円
、
大
半
が
人
件
費
だ
。

問　
認
定
こ
ど
も
園
新
設
に
係

る
町
負
担
は
。

答　
町
長　
対
象
経
費
の
負
担

割
合
は
国
１
／
２
、
町
１
／
４
、

設
置
者
１
／
４
で
、
事
業
費
が

ま
だ
提
示
さ
れ
な
い
た
め
、
算

定
は
ま
だ
だ
。

問　
20
年
契
約
終
了
後
、
保
育

園
は
存
在
し
て
い
る
の
か
。
民

間
ゆ
え
撤
退
す
る
事
も
あ
る
の

で
は
。

答　
町
長　
社
会
的
要
請
と
し

て
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
各
町
内
会
・
各
種
団
体
等
か

ら
の
町
道
・
水
路
等
の
維
持
管

理
・
整
備
に
対
す
る
要
望
事
項

の
一
部
が
長
期
間
未
実
施
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
次
の
点

伺
う
。

問　
町
道
・
水
路
等
の
要
望
に

対
し
て
の
対
応
は
。

答　
町
長　
現
地
調
査
を
踏
ま

え
、
緊
急
性
や
利
用
頻
度
、
財

政
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
年

次
計
画
で
対
応
し
て
い
る
。

問　
一
部
、
長
期
間
未
実
施
と

な
っ
て
い
る
要
望
事
項
へ
の
対

応
は
。

答　
町
長　
資
材
交
付
は
全
て

対
応
し
て
い
る
。
維
持
管
理
は

現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
概
ね
対

応
し
て
き
た
。
次
年
度
、
幅
広

く
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
予
算

を
増
額
計
上
し
た
。
今
後
、
優

先
順
位
を
考
慮
し
対
応
し
て
い

く
。

問　
要
望
事
項
が
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
説
明
が
必
要

で
は
。

答　
町
長　
今
後
、
町
内
会
長

に
対
し
、
し
っ
か
り
説
明
し
て

い
く
。

これも 質 問
問
前
計
画
の
総
括
を
し
た
上
で
の
検
証
・
課
題
は

答
内
外
共
に
高
い
評
価
を
得
た

問
通
常
以
上
の
ド
カ
雪
で
も
災
害
に
し
な
い
理
由
は

答
住
宅
の
倒
壊
、
生
命
財
産
に
係
る
程
で
は
な
い

問
相
続
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に

答
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
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コロナ、大雪、戦争、地震。。。

町民の声を聞くため、町の工夫は
様々な取組により把握に努める岡 本 貴 士 議員

除
雪
作
業
は
学
校
付
近
を
優
先
す
べ
き

共
助
に
よ
る
地
域
除
雪
に
取
り
組
む

これも 質 問
問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
弱
体
化
へ
の
対
策
は

答
町
民
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
再
生
に
努
め
る

問
令
和
４
年
度
の
歳
入
に
つ
い
て

答
企
業
誘
致
や
移
住
定
住
促
進
を
図
り
た
い

問　
私
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
町
民
の
声
を

受
け
付
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
、

町
民
の
声
を
聞
く
た
め
、
町
の

工
夫
は
。

答　
町
長　
広
聴
活
動
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」等
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
役
場
庁
舎
内
の
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
町
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
来
庁
で
き

る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

や
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
と

よ
り
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応

対
、
公
共
施
設
に
設
置
の「
町

民
ご
意
見
箱
」コ
ー
ナ
ー
に
よ

り
、
意
見
や
ニ
ー
ズ
等
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

問　

町
民
の
声（
保
護
者
）「
雪

が
降
る
と
送
迎
時
、
小
学
校
付

近
が
渋
滞
し
て
困
る
」を
お
預

か
り
し
た
。
町
の
除
雪
作
業
は

学
校
付
近
の
町
道
を
優
先
す
べ

き
で
は
。

答　
町
長　
除
雪
に
つ
い
て
は
、

主
要
道
路
を
優
先
し
て
、
職
員

は
も
と
よ
り
業
者
に
発
注
し
対

応
し
て
い
る
が
、
町
内
全
城
を

同
時
に
網
羅
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
周
辺

に
つ
い
て
は
、
地
元
町
内
会
や

各
学
校
へ
融
雪
剤
を
配
布
す
る

と
と
も
に
除
雪
の
協
力
を
仰
い

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ

め
地
域
住
民
や
各
種
団
体
等
に

広
く
理
解
を
求
め
、
国
土
交
通

省
が
提
唱
し
て
い
る「
共
助
に

よ
る
地
域
除
雪
」の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
な
か
で
、
学
校
施

設
周
辺
の
除
雪
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

プール跡の利活用は

「踊り屋台」は
昨年３月に処分した半 澤 　 高 議員

感染者の心のケアは
保健所にて対応

これも 質 問
問
町
施
設
の
除
雪
対
応
は

答
職
員
に
よ
る
対
応
を
基
本
と
し
て
い
る

問
記
録
写
真
や
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
は

答
先
進
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
研
究
し
た
い

問　
町
施
設
等
の
利
活
用
に
関

し
て
、
以
前
よ
り
質
問
・
質
疑

し
て
き
た
が
、
今
後
の
利
活
用

維
持
管
理
に
つ
い
て
次
の
施
設

等
に
つ
い
て
伺
う
。

①「
踊
り
屋
台
」の
利
活
用
は
。

②�

各
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
跡
の

利
活
用
と
維
持
管
理
は
。

答　
町
長

①�「
踊
り
屋
台
」に
つ
い
て
は
、

製
作
か
ら
約
30
年
が
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
に
加
え
近

年
利
用
実
績
が
な
い
こ
と
か

ら
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
も
の
と
判
断
し
、
令
和
３

年
３
月
に
処
分
し
た
。

答　
教
育
長

②�

廃
止
し
た
プ
ー
ル
は
、
現
在
、

各
校
に
お
い
て
教
職
員
に
よ

る
巡
視
点
検
を
行
い
適
切
に

管
理
し
て
い
る
。
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
新
総
合

計
画
に
お
い
て
、
小
中
学
校

の
今
後
の
あ
り
方
と
関
連
さ

せ
な
が
ら
施
設
・
設
備
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
取

り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
者
に
対
す
る
心
の

ケ
ア
等
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
町
長　
保
健
所
に
お
い
て

24
時
間
体
制
で
感
染
者
の
相
談

対
応
を
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
医
療
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。
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未来を受け継ぐ「桑折っ子」

幼保連携型認定こども園は
認定こども園開設事業者を選定岩 﨑 久 男 議員

都市計画34条11号の進捗は
県開発審査会を経て決定する

これも 質 問
問
東
京
電
力（
株
）に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
額
は

答
令
和
２
年
度
分
職
員
人
件
費
３
，５
３
１
万
を
請
求
す
る
。

問　
蚕
糸
跡
地
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

応
募
事
業
者
に
対
す
る
審
査
委

員
会
が「
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
継
続
計
画
」で
謳
わ
れ
て

い
な
い「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
開
設
事
業
者
」を
優
秀

事
業
者
と
し
て
選
定
し
た
理
由

及
び
そ
の
協
議
経
過
を
伺
う
。

答　
町
長　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
募
集
し
た
結

果
、
３
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ

り
、
実
施
要
領
に
基
づ
き
審
査

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
外
部
有

識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
政
策

会
議
に
お
い
て「
社
会
福
祉
法

人
松
葉
福
祉
会
」を
優
秀
事
業

者
と
し
て
決
定
し
た
。

問　
８
月
10
日
の
政
策
決
定
内

容
は
。

答　
町
長　
認
定
こ
ど
も
園
設

置
事
業
者
と
、
町
の
基
本
的
な

考
え
方
や
運
営
内
容
等
に
関
し

て
協
議
を
重
ね
、
決
定
し
た
も

の
だ
。

問　
統
合
幼
稚
園
事
業
の
総
事

業
費
、
財
源
内
訳
及
び
補
助
金

の
適
正
化
法
に
基
づ
く「
目
的

外
使
用
禁
止
年
限
」に
つ
い
て

伺
う
。

答　
町
長　
総
事
業
費
５
億
６
，

７
２
６
万
５
千
円
で
、
そ
の
財

源
内
訳
は
国
庫
補
助
金
９
，
５

５
６
万
７
千
円
、
町
債
３
億
８
，

７
９
０
万
円
及
び
一
般
財
源
８
，

３
７
９
万
８
千
円
だ
。
ま
た
、

目
的
外
使
用
禁
止
年
限
に
つ
い

て
は
、
令
和
21
年
２
月
20
日
と

な
る
。

問　
県
と
の
事
業
協
議
の
進
捗

状
況
は
。
ま
た
、
町
は
住
民
へ

の
公
告
、
縦
覧
、
町
主
催
の
都

市
計
画
協
議
会
は
い
つ
頃
開
催

か
伺
う
。

答　
町
長　
区
域
指
定
に
つ
い

て
は
、
２
月
15
日
の
県
へ
の
本

協
議
の
申
し
出
を
踏
ま
え
、
２

月
25
日
に「
町
都
市
計
画
審
議

会
」を
開
催
し
、
了
解
を
得
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
３
月

下
旬
に
開
催
さ
れ
る「
県
開
発

審
査
会
」を
経
て
、
年
度
内
に

決
定
す
る
。

長時間議事中断後に提出

プロポーザル審査報告書の提出を
情報開示請求あれば対応（撤回）齋 藤 松 夫 議員

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
費
用
対
効
果
は

交
流
人
口
増
加
町
活
性
化
に
繋
が
る

これも 質 問
問
簡
易
水
道
統
合
計
画
を
問
う

答
水
道
事
業
基
本
計
画
策
定
で
対
処

問　
種
徳
美
術
館
改
築
・
周
辺

整
備
事
業
は
、
観
光
交
流
人
口

の
増
大
に
よ
っ
て
、
町
に
賑
わ

い
を
つ
く
る
の
が
目
的
と
理
解

す
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
を
５
名
常

駐
さ
せ
、
５
億
円
も
の
巨
費
を

投
じ
て
そ
れ
だ
け
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
観

光
交
流
人
口
獲
得
の
見
通
し
を

具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　
町
長　
歴
史
観
光
機
能
基

本
構
想
は
、
被
災
し
た
種
徳
美

術
館
復
旧
や
建
替
に
つ
い
て
、

法
令
や
費
用
面
等
の
検
討
を

行
っ
た
結
果
の
中
間
報
告
で
あ

る
。
本
事
業
は
、
福
島
相
馬
道

路
や
大
型
商
業
施
設
開
業
の
時

期
を
逃
さ
ず
、
郡
役
所
を
拠
点

と
し
た
歴
史
・
文
化
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
来
訪
者
の
町
内
回

遊
を
図
り
、
交
流
人
口
の
増
加
、

ひ
い
て
は
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
福
島
蚕
糸
跡
地
」町
有
地

利
活
用
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
、
審
査
委
員
会
が「
株
式
会

社
い
ち
い
及
び
社
会
福
祉
法
人

松
葉
福
祉
会
」を
最
優
秀
事
業

者
と
選
定
し
た
こ
と
の
理
由
に

つ
い
て
、
町
長
は
同
委
員
長
か

ら
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て

い
る
か
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

審
査
結
果
報
告
書
の
写
し
を
示

し
つ
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

答　

町
長　
「
商
業
施
設
を
核

に
交
流
・
子
育
て
機
能
を
持
つ

複
合
施
設
」の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

公
募
に
３
業
者
の
応
募
が
あ
り
、

実
施
要
項
に
基
づ
き
審
査
さ
れ

た
。
そ
の
後
外
部
有
識
者
の
意

見
を
踏
ま
え
、
政
策
会
議
に
お

い
て
決
定
し
た
。
審
査
報
告
書

は
情
報
開
示
請
求
が
あ
れ
ば
対

応
。

※�

こ
の
文
書
は
20
分
間
の
議
事

中
断
後
提
出
に
至
る
。
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総
務
文
教常

任
委
員
会

委
員
長
　
斉
藤
　
謙

　
当
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調

査
と
し
て
、「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
の
あ
り
方
」に
つ
い

て
、
協
議
す
る
。

　
町
側
の
幼
保
連
携
型
こ
ど
も

園
に
関
し
て
、
民
営
化
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
こ

と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
町
民

有
志
一
同
か
ら「
桑
折
町
立
醸

芳
保
育
所
等
の
存
続
と
発
展
を

求
め
る
陳
情
書
」が
提
出
さ
れ
、

付
託
さ
れ
た
総
務
文
教
常
任
委

員
会
で
協
議
の
結
果
、
継
続
審

査
に
決
し
た
。

産
業
厚
生常

任
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
榮
三

　

当
委
員
会
で
は「
福
島
県
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発

効
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
の
陳
情
に
つ
い
て
」協
議

を
行
っ
た
。

　
協
議
の
結
果
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
同
意
見
書
を
本

会
議
に
提
出
し
同
意
を
得
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
半
澤
　
高

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
閉

会
中
の
所
掌
事
務
調
査
事
項

「
予
算
決
算
の
審
議
の
あ
り
方
」、

の
調
査
中
で
あ
り
、さ
ら
に「
欠

席
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い

て
」の
協
議
の
な
か
で
は
、
長

期
欠
席
議
員
の
報
酬
削
減
に
関

し
て
条
例
化
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
な
お
、
議
長
か
ら
の
諮
問
事

項
で
あ
る「
桑
折
町
議
会
業
務

継
続
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
」は
、『
感
染
症
対
策
編
』に

つ
い
て
ま
と
め
、
２
月
に
議
長

に
答
申
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
桑
折
町
議
会
委
員

会
条
例
」（
第
２
条
中
、
常
任
委

員
会
の
所
管
課
の
名
称
変
更
）

及
び「
桑
折
町
議
会
会
議
規
則
」

（
第
１
０
３
条
、
議
場
へ
の
携

行
品
）に
つ
い
て
も
協
議
の
う

え
、
今
期
定
例
会
に
て
提
案
し

改
正
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（COVID-19

）対
策

調
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
斉
藤
　
謙

　
令
和
２
年
６
月
22
日
設
置
以

来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
関
し
て
、
５
項

目（
医
療
体
制
、
教
育
環
境
、

防
災（
避
難
所
）、
福
祉
政
策
、

産
業
）に
つ
い
て
調
査
・
検
討

し
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
一
時
減
少
傾
向

が
窺
わ
れ
て
き
た
た
め
、
当
特

別
委
員
会
活
動
の
最
終
報
告
を

３
月
議
会
で
終
了
と
し
て
い
た

が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
増
し

て
き
た
た
め
、
そ
の
対
応
に
当

た
る
必
要
性
か
ら
、
６
月
定
例

会
を
目
途
に
継
続
す
る
こ
と
で

一
致
し
た
。

　
な
お
、
防
災
の
避
難
所
に
関

し
て
、
イ
コ
ー
ゼ
の
２
階
に
お

い
て
、
全
議
員
で
テ
ン
ト
等
の

張
り
付
け
等
を
実
施
し
、
自
然

災
害
に
対
す
る
避
難
所
の
状
況

を
確
認
し
た
。

第
１
回　
　
１
／
13
㈭

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
給
付
金

専
決
承
認　
　
12
／
25

補
正
予
算

一
般
会
計（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
８
，
０
０
０
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
65
億
７
，

７
３
６
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
事
務
費
補
助
金

�

８
，
０
０
０
万
円

《
歳
出
》

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
事
務
費

（
18
才
以
下
を
対
象
に
５
万
円
の
追

加
給
付
）

�

８
，
０
０
０
万
円

一
般
会
計（
第
７
号
）

町
道
除
雪
費
を
増
額

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
３
，
１
０
７
万
９

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

67
億
８
４
４
万
６
千
円
と
す
る

も
の
。

《
主
な
歳
入
》

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
対

策
費
国
庫
負
担
金

�

４
９
０
万
６
千
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨

時
特
別
給
付
事
業
補
助
金

�

１
億
１
，
５
５
０
万
円

前
年
度
繰
越
金

�

６
３
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金

（
令
和
３
年
度
分
非
課
税
世
帯
・
令

和
３
年
１
月
以
降
の
家
計
急
変
世

帯
へ
現
金
10
万
円
給
付
）

�

１
億
１
，
８
４
４
万
８
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
事
業
費

（
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
前
倒
し
接
種
）

�

５
９
３
万
１
千
円

道
路
維
持
管
理
費

（
町
道
除
雪
費
補
正
）

�

６
３
０
万
円

委
員
会
活
動
報
告

広
報
広
聴常

任
委
員
会

委
員
長
　
川
名
静
子

　

当
委
員
会
は
年
間
を
通
し

「
住
民
参
加
と
情
報
公
開
の
推

進
」を
テ
ー
マ
に
活
動
を
し
て

い
る
。
特
に
住
民
参
加
に
つ
い

て
は
、
必
要
性
、
重
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
る
。
議
員
の
み
で
は

聞
け
な
い
町
民
の
声
を
、
他
に

先
駆
け「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」制
度

を
設
置
し
活
動
を
し
て
頂
い
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
制

限
は
あ
る
が
、
今
後
も
感
染
対

策
を
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
町
民
の
意
見
、
声
を

聴
収
す
る
事
に
努
力
し
て
い
く
。

　
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
議

場
の
様
子
、
議
論
の
内
容
を
よ

り
詳
し
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
を
心

掛
け
な
が
ら
、
今
後
も
議
員
自

ら
が
編
集
し
、
多
く
の
方
が
手

に
取
り
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
る
議

会
だ
よ
り
を
編
集
し
て
い
き
ま

す
。

※�「
繰
越
明
許
費
」に
つ
い
て
は
、

次
号
に
載
せ
ま
す
。

臨
時
会

１
の
問　
年
間
活
動
を
通
し
て

２
の
問　
「
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で

浅
野
ま
ゆ
み
モ
ニ
タ
ー

１�

．
モ
ニ
タ
ー
を
し
た
こ
と
で

議
会
に
興
味
が
持
て
、
身
近

な
事
と
し
て
捉
え
、
今
後
も

自
分
の
事
と
注
視
し
た
い
。

２�

．
じ
っ
く
り
と
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
が
、
内
容
が
盛
り

沢
山
過
ぎ
て
イ
ヤ
に
な
る
の

で
は
。
も
っ
と
簡
潔
に
。

大
山　
豊
モ
ニ
タ
ー

１�

．
議
会
だ
よ
り
か
ら
議
員
の

考
え
を
知
る
事
が
で
き
た
し
、

町
に
つ
い
て
も
知
る
事
が
で

き
勉
強
に
な
っ
た
。

２�

．
過
去
の
議
会
だ
よ
り
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
時
々

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
変
え
る
こ

と
で
変
化
が
付
く
と
思
う
。

川
村
滋
道
モ
ニ
タ
ー

１�

．
傍
聴
の
感
想
か
ら
各
議
員

の
発
言
、
論
議
力
も
理
解
で

き
た
。
本
会
議
で
の
や
り
と

り
は
ぜ
ひ
皆
に
聞
い
て
欲
し

い
。

２�

．
写
真
を
多
く
使
う
事
は
理

解
で
き
る
。
賛
成
・
反
対
の

根
拠
を
町
民
に
分
か
り
易
く

提
示
す
べ
き
で
あ
る
。

佐
々
木　
明
モ
ニ
タ
ー

１�

．
コ
ロ
ナ
禍
で
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
、
町
民
の
意
見
・
提
案

を
聴
収
す
る
機
会
が
少
な

か
っ
た
。
質
問
か
ら
住
民
の

意
見
を
審
議
に
反
映
さ
せ
た

り
、
住
民
と
情
報
を
共
有
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
感
じ
ら
れ

な
い
。

２�

．
住
民
と
議
会
を
繋
ぐ
の
は

広
報
・
広
聴
で
す
。
分
か
り

易
い
説
明
を
付
け
た
編
集
を
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
住
民
が

興
味
を
持
っ
て
い
る
。
分
か

る
編
集
を
望
む
。

佐
久
間
香
子
モ
ニ
タ
ー

１�

．
モ
ニ
タ
ー
を
受
け
た
こ
と

で
こ
れ
ま
で
読
ま
な
か
っ
た

議
会
だ
よ
り
を
し
っ
か
り
と

読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
各
議

員
の
活
動
も
少
し
分
か
っ
た
。

２�

．
以
前
よ
り
も
、写
真
、色
共

に
見
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

宍
戸　
守
モ
ニ
タ
ー

１�

．
町
民
の
要
望
・
意
見
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
議
決
機
関

と
し
て
、
議
会
の
果
た
す
役

割
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
。
議
場
で
傍
聴

す
る
人
が
少
な
い
。
ネ
ッ
ト

中
継
も
あ
る
が
、
増
や
す
取

組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

議
会
開
会
中
で
あ
る
こ
と
が

分
か
ら
な
い
。
ロ
ビ
ー
の
中

継
も
議
会
中
継
だ
と
は
気
づ

き
に
く
い
。

２�

．
文
字
の
大
き
さ
等
の
改
善

も
あ
り
、
読
み
や
す
く
な
っ

て
き
た
。

吉
田
良
崇
モ
ニ
タ
ー

１�

．
議
会
中
継
を
何
人
が
見
て

い
る
か
、
興
味
が
な
け
れ
ば

見
な
い
の
が
現
状
で
は
。
住

み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
取

組
ん
で
い
る
町
長
、
議
員
を

町
民
と
し
て
有
難
く
思
う
。

２�

．
殆
ど
の
人
は
興
味
が
な
く

新
聞
と
一
緒
に
な
る
現
状
だ
。

議
会
の
報
告
ゆ
え
極
端
な
改

善
を
し
な
く
て
も
良
い
が
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
人

か
、
こ
れ
か
ら
の
方
々
に
何

を
言
い
た
い
か
等
、
知
っ
て

も
ら
う
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
て
も

良
い
。

蓬
田
明
美
モ
ニ
タ
ー

１�
．
活
動
が
中
々
で
き
な
か
っ

た
が
、
議
会
の
事
が
知
れ
て

良
か
っ
た
。
若
い
方
達
に
も

議
会
の
事
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

２�

．「
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
は

と
て
も
素
敵
な
の
で
、
今
後

も
続
け
て
欲
し
い
。
読
み
易

く
、
分
か
り
易
く
。

渡
辺
久
夫
モ
ニ
タ
ー

１�

．
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
桑

折
地
域
経
済
の
立
案
が
で
き

な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
た
時
に
は
一
町
民
と
し
て

各
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
を
し
て

行
き
た
い
。

２�

．
町
議
会
の
皆
様
、
大
変
良

く
頑
張
っ
て
い
る
事
が
分

か
っ
た
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

時間もオーバーした本音トーク
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同　
意

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
住
所　
北
半
田
字
銀
山
南
10
番
地

　
氏
名　
鈴
木　
清
志

議
員
辞
職

　

羽
根
田
八
千
代
議
員
か
ら
、

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
２
月
25

日
付
で
、「
辞
職
願
」が
提
出
さ

れ
同
日
付
・
受
理
さ
れ
た
。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
　新型コロナ感染が拡大する中、製
造業を中心に、海外サプライチェー
ンの影響による部品・資材不足に
よる休業、生産調整などを余儀なく
されるなど、県内の雇用と労働環境
に及ぼす影響は未知数です。
　また、福島県では、少子高齢化と
人口の減少・流出が進み、震災当時
と比較して生産年齢人口は約20万
人も減少し、人手不足を補うための
外国人労働者数も増加傾向にあり
ます。加えて、障がい者雇用数も全
国平均を上回り、パート労働者、契
約社員・派遣社員などの非正規労
働者は雇用全体の約４割を占める
など雇用形態の多様化も進んでい
ます。勤労意欲喚起による生産性向
上と社会の格差是正を目的とした、
政府の同一労働同一賃金の趣旨に
鑑みるとともに、コロナ感染の影響
を見据えたセーフティネットの強化
策及び人口流出抑制策としても最
低賃金引き上げと早期発効は喫緊
の政策でもあります。
　よって、桑折町議会は福島県の一
層の発展をはかるため、最低賃金法
の趣旨を踏まえ、福島県最低賃金に

関する、次の事項について強く要望
します。

１．�福島県最低賃金は、毎年年率
３％程度を目途に引き上げをは
かること。

２．�最低賃金引上げは賃金の多寡と
人口移動の相関関係も示されて
おり、労働力確保や人口流出抑
制等も多様な政策誘導として取
り組むこと。

３．�福島県最低賃金の改定諮問時期
は、労働者間の均衡や景気への
影響も考慮し、可能な限り早期
の発効に努めること。

　以上、地方自治法第99条の規定
により意見書を提出する。

令和４年３月17日
� 福島県伊達郡桑折町議会

提出先
　内閣総理大臣
　厚生労働大臣
　福島労働局長

意
見
書 お知らせ

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
の
お
知
ら
せ

　
４
月
末
に
町
内
の
感
染
状
況
を
注
視
し
、

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各

戸
配
布
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
下
さ
い
。

臨
時
会

第
３
回�

４
／
７
㈭

伊
達
崎
小
、�昭
和
大
橋
復
旧
に

専
決
承
認�

４
／
１

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
，
１
１
３
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
57
億
１
，

２
１
３
万
円
と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

・
基
金
繰
入
金

�

４
０
７
万
４
千
円

・
町
債　
　
５
，
７
０
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

・
災
害
救
助
費

半
壊
以
上
の
被
害
世
帯
へ
見
舞
金

�

３
４
５
万
６
千
円

・
橋
梁
災
害
復
旧
費（
昭
和
大
橋
）

�

２
，
７
０
０
万
円

・
小
学
校
災
害
復
旧
費（
伊
達
崎
小
）

�

３
，
０
０
０
万
円

工
事
請
負
契
約

旧
伊
達
郡
役
所
災
害
復
旧
保
存
修
理

１
．
契
約
の
目
的

　
重
要
文
化
財
旧
伊
達
郡
役
所

の
災
害
復
旧
及
び
保
存
修
理
を

す
る
た
め

２
．
契
約
金
額

�

８
，
８
５
５
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
８

０
５
万
円
）

３
．
契
約
の
方
法

　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

４
．
契
約
の
相
手
方

　
住
所　
本
宮
市
白
岩
字
柳
内

　
　
　
　
６
８
７
―

１

　
氏
名　
国
分
木
材
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
国
分
久
義

５
．
工
期

　
令
和
４
年
４
月
８
日
か
ら

　
11
月
30
日

補
正
予
算

地
震
対
応
に
約
２
億
円
を

一
般
会
計（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
９
，
０
３
８
万
８
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
58

億
２
５
１
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

《
主
な
歳
入
》

・
災
害
救
助
費
等
負
担
金

�

８
，
９
４
３
万
８
千
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

２
，
９
５
３
万
２
千
円

・
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
債

�

３
，
２
０
０
万
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

�

▲
３
，
１
８
３
万
６
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　
事
業
債

�

▲
６
，
１
５
０
万
円

・
が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
・
桑
折

　
応
援
基
金
繰
入
金

�

▲
８
０
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
費

�

▲
１
億
１
，
４
０
８
万
９
千
円

（
歴
史
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備　

当
初
予
算
の
再
考
に
伴
う
減
額
）

地
震
対
応
関
連
事
業

被
災
住
宅
応
急
修
理
支
援
事
業

�

８
，
８
６
６
万
５
千
円

（
半
壊
・
中
規
模
半
壊
27
件
、
準
半

壊
２
４
２
件
）

被
災
住
宅
修
理
支
援
事
業
費

�

１
，
０
０
０
万
円

（
一
部
損
壊
世
帯
へ
の
支
援
修
理
費

用
に
20
万
円
以
上
修
理
に
要
し
た

世
帯
へ
10
万
円　
１
０
０
世
帯
）

道
路
災
害
復
旧
費

�

７
３
０
万
円

（
町
道�

６
路
線
）

小
・
中
学
校
災
害
復
旧
費

�

６
，
４
９
５
万
円

（
主
に
伊
達
崎
小
他
災
害
復
旧
に
）

地
域
振
興
施
設
災
害
復
旧
費

�

４
３
１
万
円

（
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
、レ
ガ
ー
レ
）

消
防
施
設
災
害
復
旧
費

�

７
８
６
万
３
千
円

（
修
繕
３
ヶ
所
、復
旧
工
事
８
ヶ
所
）

ご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

　「議会だより」をより多くの町民に読んでいただくため、１年間、アンケート調査を実施
しました。今後は、お寄せいただいたご意見、ご感想を参考として編集に役立てていきます。
「議会だより」に対して、ご意見・ご感想がある場合は、議会事務局あてFAX・メール等で。

「議会だより冬号」に対して、いただいたご意見やご感想をいくつか紹介します。

アンケートの集計結果のご紹介（一部）

回答数：35

回答数：22

0% 25% 50% 75% 100%

無回答あまり良くない普通良い

令和３年
秋号

令和３年
冬号

（質問）　「町議会だより」の紙面構成や内容の印象はいかがでしょうか？

45.7% 45.7% 8.6%

54.5% 40.9%
4.6%

余白を広く取ってあり、記事が読みやすい。
ただし、一般質問のページの余白が気になる。
（70代男性）
１ページあたりの余白の目安は、20％としてお
りますが、工夫していきます。
写真も大きく読みやすいです。
（60代女性）

ありがとうございます。

載せたいことが、たくさんあると思いますが、
思い切って大きな文字にして簡素にしたらどう
でしょう。（60代女性）
今回、文字を大きくして字数を減らしましたが、
内容が伝わるか不安です。
雪が降った時は、町の中を雪かきをしてほしい
と思います。どこの町でも雪が降った時は、言
いたいことがあるようです。
（70代女性）
３月定例会で「除雪指針」を作成して取り組むと
の回答です。
まち歳時記を読んで半田山が薬草の宝庫だった
とは驚きです。
（70代女性）

今後とも身近な話題について掲載していきます。

町政について解ることができて良いと思う。
（50代女性）

ありがとうございます。

議会だよりは、町民のために大切なたよりであ
る。瞬時に理解できるよう工夫された紙面づく
りだ。（余白もある程度必要なコーナーもある）
（70代女性）

今後ともわかりやすい紙面づくりに努めます。

議員質問で個人的にも特に関心のある案件に対
しての質疑応答に注目しています。
（70代女性）
「議会だより」を通して議会内容をより詳しくお
知らせしていきます。
議員の皆様、いつもご苦労様です。コロナ感染
が広がらないように、対策について、なお一層
のご尽力をお願いします。
（70代女性）
町民皆で、対策を守り気をつけてのり超えま
しょう。
認定保育園の件…狐につままれたような話で
シックリきません。
（60代女性）

今後とも、議論を重ねていきます。

議会改革を具体的に何をやっているのか。わか
らない。
（80代男性）
今後、議員間で討議し、しっかりと取り組んで
いきます。
陣屋の杜公園の遊具が外されてから、大分なり
ますが、その後どうなっているのですか。
（80代女性）
前回の議会で「歴史観光機能基本構想策定業務
委託」の中で検討するとの回答を得ています。
議題が多岐にわたる中で、年に１回くらいはポ
イントをしぼった紙面づくりも良いのでは。
（60代女性）
特集の紙面スペースについては、編集会議で検
討します。
議会だよりに若い人の意見を掲載する欄をもう
けて議会への関心をもってもらう工夫の必要が
あると考えるので検討願ます。
（70代男性）
若い人から意見が多く寄せられる、若い人に関
心を持たれるような紙面づくりに努めます。
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編　集　後　記
　災害は忘れたころにやって来る、とは今は昔
のこと、昨今は災害は忘れる前に度々起きてい
ます。
　昨年の地震被害の整理もつかないうちに、３
月に再度震度６弱の地震が起きた。開通するば
かりになっていた昭和大橋が３か所の支承のボ
ルトが破断し、開通には更に１年余待たなけれ
ばならないとのことです。
　コロナの終息を願いつつ季節の花々を愛でな
がら平穏な日常を願います。
 佐藤榮三

http://www.town.koori.fukushima.jp

　
議
会
広
報
委
員
会
で
は
発
行
後
、
各
地
区
数
名
の
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し
て
、「
町
民
の
声
」の
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
、
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
、
編

集
に
生
か
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〜昭和大橋再度被災〜

「
議
会
傍
聴
」か
ら

・
初
め
て�

４
名

・
１
〜
２
回
傍
聴
し
た�

１
名

・�
分
か
ら
な
い
ワ
ー
ド
が
で

て
き
て
、
理
解
で
き
な
い

点
が
多
か
っ
た
。

�
（
20
代
女
性
）

・�

事
前
に
通
告
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
、
ま
と
も
に
答

弁
し
て
い
な
い
点
が
多
い

と
感
じ
た
。�

（
70
代
男
性
）

・�

予
算
に
つ
い
て
の
話
か
ら

逸
ら
た
議
論
に
な
る
部
分

が
あ
っ
た
。�

（
20
代
男
性
）

・�

議
員
さ
ん
は
町
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
観

察
し
て
問
題
点
・
課
題
を

見
つ
け
て
、
す
ご
い
と
思
っ

た
。�

（
20
代
女
性
）

・�

一
生
懸
命
２
・
３
時
間
に

わ
た
る
議
会
を
し
て
い
る

議
員
や
町
長
な
ど
を
見
て
、

私
た
ち
も
真
剣
に
選
挙
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。�

（
20
代
女
性
）

「
総
務
文
教
常
任
委
員
会
傍
聴
」か
ら

�

（
幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も
園
）

・�

大
事
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
審
議
を
し
て
も
ら

い
た
い
。�

（
70
代
男
性
）

・�

利
用
者
や
関
係
職
員
へ
の

丁
寧
な
説
明
や
聞
き
取
り

は
行
政
執
行
に
不
可
欠
と

思
う
。�

（
70
代
男
性
）

「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

・
毎
回
読
む�

３
名

・
目
に
し
た
時
に
読
む�

７
名

「
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で

�
気
づ
い
た
点
・
要
望
な
ど

・�

関
心
が
あ
る
事
し
か
読
み

ま
せ
ん
が
、
自
分
な
り
に

理
解
し
た
つ
も
り
に
な
っ

て
ま
す
。�

（
70
代
女
性
）

・�

議
会
活
動
状
況
報
告
書
、

文
字
細
か
す
ぎ
て
頑
張
っ

て
も
読
め
ま
せ
ん
。

�

（
70
代
女
性
）

議会だより ●26


